
 

〜植物科学・農学分野における機械学習モデルの開発の高速化に期待〜 

 

名古屋大学トランスフォーマティブ生命分子研究所（WPI-ITbM※）の戸田陽介特任助

教と、大阪大学産業科学研究所の大倉史生助教らの研究チームは、画像解析および人工

知能（AI）技術を応用し、1枚の画像から一度に数百粒の種子の形を自動かつ高精度に測

定するシステムを開発しました。種子の形は、作物の収量や品質と密接に関連のある重

要な農業形質であり、画像から種子の形状を自動測定して評価することは、効果的な作

物品種の創出に欠かせない技術です。しかし、種子のように数の多い物体の教師データ注

１）作成は手間がかかり、多様な作物種を高速かつ簡便に測定することは困難でした。 

今回、戸田特任助教らの研究チームは、大麦種子画像を仮想空間上にランダムに合成

することで、教師データに使われる画像を大量に自動生成し、機械学習（深層学習）モ

デルの効率的な訓練を行う手法を構築しました。実際に合成データのみを用いて学習を

行ったところ、手作業で測定するときと同程度の精度で、画像からの種子の検出と形状

の抽出が可能であることを示しました。さらに、同様の手法は、イネ、コムギ、エンバ

ク、レタスなど数多くの品種の種子の測定に対しても応用可能であることを示しました。 

品種間での見た目の違いが大きい植物の画像解析において、機械学習モデルの訓練に

重要となる教師データの構築は悩みの種です。本アプローチを応用することで、作物の

種子測定のみならず、作物の多様な表現型を計測するための機械学習モデル開発の高速

化につながるものとして期待されます。 

本研究成果は、国際科学誌 Nature Communications Biology において2020年4月15日

18時（日本時間）に公開されました。 

 







https://www.nature.com/articles/s42003-020-0905-5

